
 

 

                                                                                       検 査 N o . 2 0 1 8 - 1 8 

                                                                                       平 成 3 0 年 4 月 

 

検査内容変更のお知らせ 
 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素は格別のお引き立てを賜り、誠にありがとうございます。 

このたび、下記の検査項目におきまして、委託先より、陰性として発行する細胞診報告書について、「公

益社団法人 日本臨床細胞学会 施設認定に関する施行細則」に基づき、報告様式を適正化するために

細胞診専門医の捺印を取りやめる旨の連絡がありましたのでご案内申し上げます。 

先生方にはご不便をお掛け致しますが、弊社事情をご賢察のうえ、ご了承のほど宜しくお願い申し上げ

ます。 

敬具 

記 

 

 変 更 項 目  

 

● 婦人科材料細胞診 ：項目コード ８０３０ 

● その他一般材料細胞診 ：項目コード ８１１０ 

 
      

 変 更 期 日  

 

平成３０年６月１日（金）報告分より変更 

 
 

 変 更 内 容  

 

※ 詳細につきましては、次ページをご参照下さい。 

 

4 月 2 日（月）～4 月 14 日（土）に受託致しました細胞診検査におきまして、陰性結果

報告書の一部に細胞診専門医の捺印が無い報告書が発行されております。細胞診

専門医の捺印が必要な場合は弊社営業担当にご連絡頂けますようお願い申し上げ

ます。 
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【陰性報告書見本】 

婦人科細胞診（変更後）                       婦人科細胞診（変更前） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 陽性報告書や専門医の確認が必要な結果に関しましては、従来通り細胞診専門医が検鏡の上、署

名捺印致します。 

※ 陰性報告について、細胞検査士と細胞診専門医が署名・捺印して報告しておりましたが、陰性の場

合は細胞診専門医の署名・捺印を省略致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


